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日本機械学会東北支部ニュース 

 支部長就任にあたって    
第 57 期 支部長 小林 秀昭（東北大学流体科学研究所）

 

この度、日本機械学会東北支部第 57期支部長

を、三浦英生第 56期支部長の後任として拝命い

たしました。私は東北大学大学院を修了後、長

きにわたり東北大学に勤務して参りました。学

部生時代にエンジンの燃焼に興味を持ち、燃焼

の科学と技術に関する研究に一貫して取り組ん

で参りました。最近ではエネルギー技術の観点

から気候変動問題に取り組むべく、アンモニア

燃焼の研究にも従事しております。何卒よろし

くお願いいたします。 

本年 2021年は、2011年 3月の東日本大震災か

ら 10年が経過した節目の年であります。3月 11

日の大地震と津波による未曽有の被害、福島第

一原子力発電所事故、被災者の厳しい生活とい

った事象が現実のものとして発生し、平穏な生

活こそ特別であったと実感する日々を体験いた

しました。あらためまして犠牲になられたまし

た方々のご冥福をお祈り申し上げます。 

震災復興は、沿岸部の防潮堤や居住地域のイ

ンフラ整備などハードウェア的事業は概ね完了

したとされておりますが、地域コミュニティー

の復活には大きな格差がありソフト的復興事業

も継続していくべきと指摘されております。ま

た、福島第一原発の廃炉作業につきましては多

くの課題があり、関係者のみならず機械工学に

関わる私たちは引き続きその進展に関心を寄 

 

 

 

せ、あるいは貢献していくことが大切でありま

す。 

昨年来、私たちはコロナ禍という世界規模の

災害の中におります。一部先進国ではワクチン

接種が進み終息の希望が見えつつあるものの、

全世界の死者数は 300万人を超えいまだ増加し

ております。また、世界規模の気候変動を要因

の一つとして台風が大型化し、我が国も大型台

風による洪水被害を毎年のように受けるように

なっております。コロナ禍が安全衛生のみなら

ず国際経済にも大きな影響をおよぼすと同時

に、気候変動問題は各国の産業および経済に変

革を要求しています。従来の人々の生活のみな

らず、社会システム自体の変革であり、技術開

発や教育に携わる私たちも、突き付けられた要

求に対処することを迫られております。 

私が関わるエネルギー分野におきましては、

10年ほど前まではエネルギー資源枯渇問題への

解として長期にわたり供給が期待できる石炭の 
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活用が盛んに研究されてきました。しかし現在 

では、高いエネルギー効率が達成された技術で

あっても、石炭利用は急速に縮小される方向に

あります。天然ガスは低炭素化の切り札と考え

られ、シェールガス開発は米国をエネルギー輸

出国に変貌させましたが、昨今関連企業は弱体

化の兆しをみせております。自動車産業におき

ましても、国家間の技術戦略という面はあるも

のの、ガソリンエンジン車、ディーゼルエンジ

ン車から電気自動車への転換はすでに止められ

ない流れとなっております。このような国際的

な変化に対する我が国の動きはやや遅いのでは

と感じておりました。しかし、昨年 10月に菅首

相が 2050年にカーボンニュートラルを達成する

と宣言して以来、政府および産業界の動きは早

く、昨年末に公表されたグリーン成長戦略は画

期的であり衝撃的でさえありました。激動の時

代であるというご意見や言葉はこれまでも度々

耳にしてまいりましたが、これほど明確に、か

つ 2030年、2050年といったマイルストーンが示

され、エネルギー体系のみならず、産業や経済

の変革が要求された経験はなかったように思わ

れます。コロナ禍から導かれた人々の新しい生 

 

 

活様式も、産業および経済活動に多大な変化を

もたらすと思われます。 

コロナ禍および気候変動への対応は、皆様の

企業や研究機関によっては、技術開発に活況を

もたらしたり、逆に抑制を迫られたりの両方が

あるかもしれません。しかし、変化に果敢に対

処しあらたな領域にチャレンジしていただきた

いと思います。機械工学は工学の中心でありま

す。優れた人材の育成は、マイルストーン達成

だけでなく、今後 10年を経ずして再び発生する

かも知れない新たな事象に対応できる体制構築

に必要不可欠です。日本機械学会東北支部は、

そのためのプラットホームを提供して参りま

す。 

今期は引き続き対面での学会開催は難しいの

ではと考えられます。オンラインによる情報交

換が時間と距離を超える強力なツールとなるこ

とを発見できましたが、やはり対面によって実

感できる会員同士の繋がり、学会会場に赴くこ

とで得られる高揚感は大切です。対面開催の重

要性を認識しつつ安全を最優先とする活動を進

めて参りますので、どうかご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。
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2020 年度 東北支部報告 
 

2020 年度東北支部賞につきましては、各審査委員会による公正な審査により下記の研究が表彰されま

した。いずれも候補研究の中から選考された優れた研究内容で高い評価を受けております。今後とも多

数の応募をお待ちしております。 

 

2020 年度 日本機械学会東北支部技術研究賞 

「レトロフィットによる自社保有/レンタルの既存大型６輪ダンプトラックの

自動運転」 

正員 大野 和則 殿（東北大学）    

正員 鈴木 高宏 殿（東北大学）  

正員 宮本 直人  殿（東北大学）   

正員  平田 泰久  殿（東北大学）  

正員 小島 匠太郎  殿（東北大学）       

山田 健斗  殿（東北大学）  

明河 哲  殿（東北大学） 

正員 鈴木 太郎 殿（千葉工業大学）  

正員 永谷 圭司  殿（東京大学）        

佐藤 敦  殿（㈱佐藤工務店） 

柴田 幸則  殿（㈱佐藤工務店）     

浅野 公隆  殿（三洋テクニックス㈱） 

斉藤 健  殿（三洋テクニックス㈱） 

島﨑 一行  殿（三洋テクニックス㈱） 

浅間 誉志夫 殿（コーワテック㈱）   

小松 智広  殿（コーワテック㈱） 

 

2020 年度 日本機械学会東北支部独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「マッハツェンダー光干渉計を用いた矩形キャビティ内部の自然対流境界層の可視化計測」 

髙木 松誠 君（八戸工業高等専門学校） 

 

「電圧印加によりアパタイト形成した牛アキレス腱の力学特性評価」 

田原 蓮  君（弘前大学） 

 

「ハイドロゲルを用いた一軸偏心ねじポンプの開発」 

佐藤 大介  君（山形大学） 

 

「多層カーボンナノチューブの炭素含浸/アニール処理と構造・特性評価に関する研究」 

西岡 尚人 君（東北大学） 

 

大野 和則 
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髙木 松誠 田原 蓮 佐藤 大介 西岡  尚人 

 

 

 

2020 年度 日本機械学会東北支部独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「単一毛髪の引張と曲げ変形に対する構造弾性率の比較」 

鈴木 一史 君（東北大学） 

 

「ハイドロゲルを基材とする皮質脳波電極の開発」 

西村 文花 君（東北大学） 

 

「窒化ケイ素セラミックスの開発を目的とした非酸化物焼結助剤の創製と焼結体 の評価」 

鈴木 貴晴 君（東北大学） 

 

 

 

 

  

鈴木 一史 西村 文花 鈴木 貴晴 
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受賞者の声 

 

日本機械学会東北支部技術研究賞 

研究代表者 大野 和則 殿 

(東北大学 ，千葉工業大学，佐藤工務店，三洋テ

クニックス，コーワテックの「レトロフィット に

よる自社保有/レンタルの既存大型 6 輪ダンプトラ

ックの自動運転」に対して) 

 

この度は、栄誉ある 2020 年度日本機械学会 東

北支部技術研究賞を頂き、大変光栄に存じます。 

受賞者一同、心より御礼申し上げます。 

簡易後付け運転ロボット、簡易後付けセンサボッ

クス、人工知能（AI（Artificial Intelligence））

を、自社保有/レンタルの大型６輪ダンプトラック

に搭載することで、人が操縦するバックホウと連

携して、土砂の積み込み、運搬、積み下ろしを自

動で行う技術を開発しました。中小事業者の土木

現場が抱える自動化の問題を根本から解決するす

ぐれた技術です。 

市場に大量に存在する既存の大型６輪ダンプトラ

ックを短期間に簡易機器改造し人工知能を搭載す

ることで自動化を実現する点、LiDAR 搭載ドロー

ンが計測した地形に基づいて現場に合った自動化

が出来る点、現場が終わった後は機器を取り外す

ことで既存の建機に戻せる点が、独創的かつ新規

性が高い技術です。 

現在、開発した技術を世の中に普及するために、

株式会社 R-GEAR を設立、知能化ソフトの一部を

オープンソースとして公開し、様々な現場への適

応に向けて準備を進めております。また、研究開

発の成果を学会で積極的に発表を行い、要素技術

も高く評価され、手応えを感じているところで

す。 

最後に、本研究を進めるにあたりご指導をいただ

いた松木英敏先生、長谷川史彦先生、田所諭先生

ならびに多大なるご支援ご協力をいただきました

皆様に心より御礼申し上げます。 

 

 

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「マッハツェンダー光干渉計を用いた矩形キャビ

ティ内部の自然対流境界層の可視化計測」 

髙木 松誠 君（八戸工業高等専門学校） 

 

私はマッハツェンダー光干渉計を用いた矩形キ

ャビティ内部の自然対流境界層の可視化測定とい

うテーマで研究を行っています．私は今回初めて

学会発表に参加させていて頂きました．私は学会

発表という対外での発表の場やコロナウイルスの

影響でリモートでの発表といくつもの初めての経

験が重なり，今まで感じた事のない緊張や不安を

感じていました．しかし先生や先輩，同じく初め

て学会発表に参加する仲間と共に何度も発表練習

したことで発表に対してのモチベーションが上が

り，本番は緊張することなく発表を終えることが

できました．しかし質疑応答で自身の知識不足に

より質問に対して適切な対応ができなかったこと

を非常に悔しく感じております．ご指摘して頂い

た内容を今一度確認し，これからの研究に役立て

ると共に更なる発展に繋げたいです． 

学会発表は他大学の優秀な発表を聞くことがで

きる貴重な機会です．他の学生の発表の構成やス

ライド，発表方法を学び，吸収することで自信の

成長には何が必要なのかを再確認することができ

ました．これらの経験を生かし，今後の研究活動

をより有意義なものにしたいです． 

最後に発表の機会を与えて下さいました日本機械

学会東北支部様，先生，研究室の皆様，本研究に

関係するすべての方々にこの場をお借りして深く

御礼申し上げます． 

  

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「電圧印加によりアパタイト形成した牛アキレス

腱の力学特性評価」 

田原 蓮  君（弘前大学） 
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この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という名誉ある賞を賜りましたこと、大変光栄

に存じます。また、コロナ禍のなかオンライン形

式で学生会を開催していただけたこと心より感謝

申し上げます。 

現在、腱断裂の要因の一つである石灰化に対し

て、薬物療法、石灰化部除去手術が行われていま

すが疼痛の緩和に留まる、侵襲が大きいという難

点があります。腱石灰化の仕組みを解明し、損傷

予防につなげることができれば新しい治療技術提

案の可能性があります。これまで本研究室では、

主に骨組織を対象とし、ミネラルを含有する混合

溶液中で通電することにより陰極側にアパタイト

を生成するカソード電解法の生体活用に向けた研

究を行っていました。私の卒業研究では、混合溶

液を中和点に調整することにより安定したアパタ

イトの生成を実現しており、この手法を適用する

ことで腱にアパタイトを付着させることに成功し

ました。このアパタイト形成の影響を押し込み試

験や引張試験により評価し、腱が硬化することを

明らかにしました。これは石灰化の仕組みや石灰

化による腱断裂現象を解明する上で重要な成果で

あると考えております。 

最後に、この場をお借りして、本研究の遂行に

あたり、指導教員である藤崎和弘准教授をはじ

め、始終ご指導いただきました多くの皆様に深謝

の意を表します。 

 

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「ハイドロゲルを用いた一軸偏心ねじポンプの開

発」 

佐藤 大介 君（山形大学） 

 

この度は、2020 年度日本機械学会東北支部独創

研究学生賞という名誉ある賞を賜りましたことを

大変光栄に存じますとともに、関係者の皆様に心

より御礼申し上げます。 

本研究は一軸偏心ねじポンプという容積式ポン

プに注目し、構成部品であるステータの材料に柔

らかい高分子ゲルを使用したゲルステータの開発

を行いました。ゲルの柔軟性でポンプ能力が発現

するか調査し、市販のゴムステータと性能比較す

ることにより一軸偏心ねじポンプにおけるゲルの

実用性について議論しました。使用するゲルは、

弾性率を温度でコントロールできる形状記憶ゲル

を、流体にはシリコンオイルを使用しトルク試

験・吐出量試験を行いました。性能試験の結果、

形状記憶ゲルステータが柔らかい時(昇温時)では

トルク値は市販のゴムステータを下回り、かつ吐

出量は市販のゴムステータと同程度確保でき、ゲ

ルの一軸偏心ねじポンプへの適性を示すことがで

きました。 

今後はポンプで移送可能な流体の幅を広げ、マ

イクロバブルや壊れやすい粒子を移送、またゲル

のシール性を活かしたポンプの作製に取り組んで

いこうと思っています。 

最後になりますが、本研究は指導教員である古

川英光教授をはじめ、多くの方々に支えられ進め

ることができました。ご指導ご鞭撻をいただいた

皆様に心より感謝申し上げます。 

 

独創研究学生賞(高専・学部の部) 

「多層カーボンナノチューブの炭素含浸/アニール

処理と構造・特性評価に関する研究」 

西岡 尚人 君（東北大学） 

 

この度は，日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という栄誉ある賞を賜りましたこと，大変光栄

に存じ，心より御礼申し上げます． 

現在，カーボンナノチューブ(CNT)を用いた複合

材料の開発が進んでおり，多層 CNTアレイから作

製されたヤーンやシートを複合材料に応用する研

究が進んで行われております．CNT 複合材料への

応用のためには高い公称強度を得ることが必要と

なりますが，現状の強度は高々10GPa に留まって

います．そこで本研究では，CVD処理によってエ

チレンガスが分解したことで生じた炭素原子が多
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層 CNTに蒸着することを確認し，CVD処理条件

を変化させることで炭素蒸着量を制御できる可能

性があることを明らかにしました．特に CVD処理

中の温度の影響が大きいことが判明し，公称強度

向上のための最適な温度域の特定に成功しまし

た．今後は本成果に加えて，高温加熱処理を行う

ことでどのように CNT 層の形態が変化していくの

か，またどのような条件下で公称強度が向上する

のかを研究していく予定です． 

最後にご指導ご鞭撻を賜りました橋田俊之教授，

並びに研究生活を支えてくださった橋田・小川/佐

藤研究室の皆様に深く感謝申し上げます． 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「単一毛髪の引張と曲げ変形に対する構造弾性率

の比較」 

鈴木 一史 君（東北大学） 

 

この度は独創研究学生賞という名誉ある賞を賜

りましたこと、大変うれしく思います。関係者の

皆様には心より御礼申し上げます。 

 人間の毛髪は中心からメデュラ、コルテック

ス、キューティクルなる三層構造を有していま

す。近年、このような生物の構造を模すことによ

り新しい機能性材料が創出されており、毛髪の物

理的諸特性と内部構造との相関の探求は有意義で

あるといえます。しかし、毛髪の力学特性につい

ては多くの場合で均質材料に対するヤング率とし

て評価されており、毛髪の多層構造を考慮して力

学特性を評価した事例は少ないです。 

 本研究では、同一人物の毛髪に対する引張試験

と曲げ試験の実施により、多層構造体の変形しに

くさを表す構造弾性率をそれぞれ算出しました。

さらにナノインデンテーション試験を実施してキ

ューティクルとコルテックスのヤング率を算出す

ると共に、内部構造を反映した理論モデルによる

検討を行いました。以上より実験と理論の両面か

ら、曲げに対する構造弾性率が引張に対するそれ

よりも常に大きくなることを実証しました。 

 最後に、ご指導ご鞭撻を賜りました燈明泰成教

授、並びに研究生活を支えてくださった研究室の

皆様に心より御礼申し上げます。 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「ハイドロゲルを基材とする皮質脳波電極の開

発」 

西村 文花 君（東北大学） 

 

この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という栄誉ある賞を賜り、大変光栄に存じます

とともに、関係者の皆様に心より御礼申し上げま

す。 

 近年、さまざまな医用デバイスが創られる中、

生体と電子機器をつなぐバイオエレクトロニクス

は重要な要素となっています。生体はウェットで

柔らかい一方で、電子機器はドライでハードなも

のであり、これらの不一致は生体適合性や操作性

などの観点から課題となってきます。本研究で

は、生体組織に類似する材料であるハイドロゲル

を基材とした皮質脳波電極を開発しました。現在

の市販品はシリコーンと金属で構成されています

が、本研究ではハイドロゲルと薄膜のポリジメチ

ルシロキサンを用いて、流路を有するハイドロゲ

ルデバイスを作製しました。これにより、柔らか

く、自然に脳表に密着し、さらに透明な電極が得

られました。In vivo 試験では、脳波計測に成功

し、有用性も示すことができました。透明な電極

は、視覚的な情報が得られるほか、光刺激が併用

可能などの応用性も期待できます。 

 最後に、本研究を進めるにあたり、御指導、御

鞭撻を賜りました指導教員の西澤松彦教授をはじ

め、御支援、御協力いただいた多くの皆様に心よ

り感謝申し上げます。 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

 「窒化ケイ素セラミックスの開発を目的とした非

酸化物焼結助剤の創製と焼結体の評価」 

鈴木 貴晴 君（東北大学） 
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この度は，日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という栄誉ある賞を賜りましたことを大変光栄

に存じますとともに，関係者の皆様に心より御礼

申し上げます． 

現在，窒化ケイ素セラミックスは高強度や高熱

伝導率，高い耐摩耗性など優れた特性を有し，高

温域での安定性が高いため高温域で使用する構造

部材や摺動部材などに応用されています．窒化ケ

イ素は難焼結性であるため緻密な焼結体の製造に

は焼結助剤の添加が必要となるのですが，酸化物

焼結助剤を添加した従来の窒化ケイ素は，その含

有酸素が原因となり，高温域での強度低下や耐摩

耗性の低下などが生じることが課題とされていま

す． 

そこで本研究では，酸素量を限りなく低減させ

た非酸化物焼結助剤 Y2Si4N6C を作製しそれのみを

窒化ケイ素に添加し緻密化させることで，高温域

での強度低下の抑制が実現できることを明らかに

しました．さらに，酸化物焼結助剤を添加した従

来の窒化ケイ素と比較して耐摩耗性が向上するこ

とを明らかにしました． 

最後になりますが，ご指導ご鞭撻を賜りました

橋田俊之教授，並びに研究生活を支えて下さった

橋田・小川/佐藤研究室の皆様に深く感謝御礼申し

上げます． 

 

 

 

      

今後の行事予定 

○東北支部第 57 期秋季講演会：2021 年 10 月 2 日（土）（WEB 講演会） 

○第 52 回東北学生会卒業研究発表会：2022 年 3 月 8 日（火）（WEB 講演会）（予定） 

○東北支部第 57 期総会・講演会：2022 年 3 月 11 日（金） 

 

※行事の詳細につきましては計画が整い次第、支部のホームページに掲載いたしております。 

※卒業研究発表会、総会・講演会の発表を募集しております。詳しくは支部のホームページをご覧下さい。 

 
 

日本機械学会東北支部 

〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01 

東北大学大学院工学研究科 機械・知能系内 

TEL＆FAX：022-723-2560 

メールアドレス E-mail：jsme.tohoku@gmail.com  
ホームページ  http://www.jsme.or.jp/th/  

☆ 会員の皆様のご意見、ご要望をお待ちしております。 

☆ また、掲載ご希望の記事がおありでしたらお気軽に上記までお問い合わせください。 
 


